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議会運営委員会会議録 

 

平成２８年９月１２日 月曜日 

  午後１時０１分開議 

  午後１時５０分閉議（実時間 ４０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議長の諮問に関する事項 

 （１）議会改革の進め方について 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  野 﨑 伸 也 君 

副委員長  松 永 純 一 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

議  長  鈴木田 幸 一 君 

 

※欠席委員 増 田 一 喜 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 議会事務局長     東 坂   宰 君 

 議会事務局次長    嶋 田 和 博 君 

                              

○記録担当書記     嶋 田 和 博 君 

            梅 野 展 文 君 

 

（午後１時０１分 開会） 

○委員長（野﨑伸也君） 定刻になりましたけ

れども、会議前ですけれども、増田議員さんの

ほうのですね、身内の方、御不幸があったとい

うことで、本日の会議のほうはちょっと御出席

できないというようなことでございますので、

一応、皆様方にお知らせしておきます。 

 午前中のですね、会議、大変お疲れさまでご

ざいました。（｢お疲れさまでした」と呼ぶ者

あり）引き続きですね、委員として議会運営委

員会のほうにも入っておられる方もおられます

けど、進めていきたいというふうに思います。 

 それでは、ただいまから議会運営委員会、開

会いたします。 

                              

◎議長の諮問に関する事項 

○委員長（野﨑伸也君） 議題の１番目、議長

の諮問に関する事項の（１）議会改革の進め方

についてですが、さきの会議で各会派から提出

いただいておりました議会改革を議論するため

の協議項目について私なりに整理した委員長案

をですね、お配りさせていただいておりまし

た。 

 議会改革を進めること自体に皆さんの異論は

ないというふうに思いますけれども、協議項目

の割り振りをですね、検討する中で、既存の議

会運営委員会、また議会広報委員会のほかに、

特別委員会の設置の必要性も論議いただきたい

というふうに思います。 

 それでは、御検討いただいた結果を踏まえ、

協議項目の割り振りについて御意見等ございま

せんでしょうか。ありませんか。ございません

か。（｢ありません」と呼ぶ者あり） 

○委員（古嶋津義君） 議会改革も大事です

が、今、ちまたでうわさになっとる議員の品

位。大変、うわさ聞きますんで、その辺でやっ

ぱり自己。もう少し改革する自己改革せんばい

かぬとやなかっかなと思うとですよね。深くは

言いまっせんが。 
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○委員（山本幸廣君） いや、深く言ってくだ

さいよ。深く言ってくださいよ。誰がどういう

ことをしたっていうと。何かあれば言ってくだ

さい。（｢テープとめなくていいですか」と呼

ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 小会しましょうか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員（山本幸廣君） 小会せぬでよかった

い。 

○委員長（野﨑伸也君） よかですか。 

○委員（山本幸廣君） うん。言うてよ。 

○委員（古嶋津義君） 今、やっぱ男と女のう

わさが大変出ておりますもんですから、そうい

うことを申し上げたんです。 

○委員長（野﨑伸也君） 男と女。 

○委員（成松由紀夫君） 小会したがよかっじ

ゃなかですか。 

○委員長（野﨑伸也君） 今、そういった御意

見、古嶋委員からありましたが、委員各位の倫

理というかですね、そういったところかという

ふうに思いますけれども。まあ、古嶋委員、御

存じかと思いますけども、一応ですね、お配り

したやつの中にそういった項目ですね、上げて

いただいてた会派がありましたんで、入れてる

わけなんですけれども、そういった議論もです

ね、やっぱいろいろとですよ、必要かなと。そ

の中でですね、ありますんで、それぞれにです

ね、いろいろと御意見あるかもしれませんけれ

ども、この項目にもありますんで、そういった

中で消化していっていただければなというふう

には思いますけれども。 

○委員（山本幸廣君） 委員長、発言された古

嶋委員に確認すればそれでいいんですかって。

確認してください。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。

（｢どの辺に書いてるのか」と呼ぶ者あり） 

 裏の一番上に、議員の資質向上というところ

がありますけれども、そういったところでつけ

加えたり何だりという。この内容については、

項目の内容についてはですね、全てをですね、

私が把握しとるわけじゃないんです。どういっ

た思いを持って出されたかというのは、まだ、

全てを私も把握してませんので。それは、それ

ぞれのところで分散して分けて話をするときに

は、各会派出されたところからですね、やはり

どういった内容で、どういった意味合いで出さ

れたのかというのも確認しながらですね、進め

るべきかなというふうに思いますんで、その中

で、またつけ加えるなり何なりですね、してい

っていただきたいというふうに思います。 

 古嶋委員、よろしいですか。はい。 

 ほかに御意見ございませんか。 

○委員（成松由紀夫君） 会議出席費用弁償の

見直しの部分が、うちの３会派は特別委員会と

なっとっとですけれども、上記の件は特別委員

会。うちはあくまで、この部分も議運で。 

○委員長（野﨑伸也君） 議運。 

○委員（成松由紀夫君） うちは議運ですの

で、特別委員会の中でもむほどの、もむほどの

というか、そっちでもむようなことではないの

かなと。あくまで議運で議会改革は対応してい

きたいというのがありますので、ここはちょっ

と表記が間違ってるかなと。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。成松委員から

ですね、会議出席の費用弁償の見直しの議論に

ついては、特別委員会じゃなくて議運のほうで

も結構じゃないかと。 

○委員（成松由紀夫君） うちは。 

○委員長（野﨑伸也君） 自民党さんのほうは

そういう出し方なんだよというような御指摘で

したんで、承ります。 

 ほかに。ありませんか。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） なければですね、今

ほど言われました、成松委員から言われました

会議出席費用弁償の見直し、これについては、
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今のところ議会運営委員会で協議、――特別委

員会でってなってますけれども、これは議運の

ほうでということで変更したいというふうに思

いますけれども、御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） あと、先ほど要望的

に古嶋委員から言われた部分についても御理解

いただいてよろしいですかね。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。 

 それでは――。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長、もう１つ確

認です。うちの部分はもう全部、大体、議運と

いうことでもう主張と思うとですけれども。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにありました

か。 

○委員（成松由紀夫君） いやいや、うちは特

別委員会でもんでくださいというのは、多分、

１つもないので。なので、その進め方について

はこれからでしょうけれども、特別委員会で設

置するよりも議運で。で、まず、今、この状況

下の中では、庁舎建設をまず進めて、市民の方

々のですね、状況をまずやっていくのがってい

うのが会派の中での話し合いの１つの結果でし

た。申し添えておきます。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。とりあえず、

自民党会派のほうからはこっちの議運のほうで

全て進めたほうがいいんじゃないかというよう

なお話だったんですけれども、委員長案として

これ出させていただいたっていうのが、かなり

広範囲な項目にわたってるというようなことが

ありまして、委員長として、前回、お話も伝え

たかと思いますけれども、いろんな項目がかな

り多岐にわたっているという中で、議運だけで

はどうしてもですね、難しいかなというのはあ

りましたもんですから、既存の広報委員会だっ

たり、議運で。あるいは、特別委員会をつくっ

てということでやったほうが、今、庁舎建設の

ほうもありますけれども、分散してやったほう

が負担にもですね、ならないだろうというよう

な考えでですね、出させていただいたというの

がありますので、そこをちょっとお含みおきは

ですね、いただきたいというふうに思っており

ます。 

 今、特別委員会の設置についてありましたけ

れども、何か。 

○委員（亀田英雄君） 委員長、この提案が委

員長から示されたときに、委員長の今おっしゃ

られたとおりの提案、繰り返しの話なんです

が、だったというふうに思っております。で、

もう委員長の案に賛成です。ねじ巻いて進めま

しょうという気持ちです。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長が今言われる

ところは、少し分散して負担軽減しながらちょ

っと進めようという気持ちは理解しないことは

ないんですけども、ちょっと特別委員会をいろ

いろつくっていったりとかっていう中でも、

今、時期的なもんですよね、私が１つ考えるの

は。やっぱり復旧・復興、それと、庁舎建設も

含めて議会がスピード感持って、もうきょう予

算も１つ通ったし、取り組んでいかなきゃいか

ぬ。災害機能の拠点だったり何だったりという

のもそうですね、復旧・復興がそうなんです

が。 

 ただその中で、また特別委員会をここで設置

して、今議会で急いでやるのか、もう１２月に

立ち上げるのかっていうことをやっても、もう

来年の選挙が控えとる中で、どれだけのものが

議論できて、それを、いや、スピード感持って

やろうよ、で、こうだ、こうだ、こうだってい

うことをですね、どの程度できるのか。そし

て、改選して、また次の議員さん方に引き継い

でいくとかっていうタイムスケジュール的なこ

とも考えたときに、なじむのかなと。 

 それよりも、やっぱり従来ある中で委員長が
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示されてる割り振りがあるじゃないですか、ま

あ、広報とかも含めて。で、特別委員会って書

いてある部分もどうしてもやっぱりもんで改革

をしたいというところの思いちゅうのは、皆さ

ん、ある中で、従来の議運でやったほうがなじ

むのかなって。 

 そうしないと、特別委員会をこの時期に設置

して市民の理解も得られるのか、それとまた、

どれだけの結論が見出せて、そして、もうこれ

が、ああでもない、こうでもないと議論しよる

うちに、もう選挙ですよというようなことで、

来年の多分、当初終われば、３月終われば、も

う年明ければそういったことになると思うの

で、そこも含めてですね、少し考えていただき

たいなと。特別委員会の設置については、やっ

ぱり、うちは慎重姿勢ですので、よろしくお願

いしたいと思います。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかに、特別委員会

について、設置について何か。今、そういった

話題になってますけども。 

○委員（亀田英雄君） 特別委員会の設置も含

めて、以前から議会改革についてはお話をして

きたというふうに認識しております。まあ時期

的なものがあって、どれだけの成果が上げられ

るかわかりませんが、議会改革に取り組む議員

の姿というとは、それは市民に評価されるべき

ものであるというふうに思っておりますので、

取り組むことが大事じゃないかなというふうに

考えます。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかに。 

○委員（山本幸廣君） 委員長には大変ありが

たく思っております。この中でも私たちが各会

派ごとに、議会改革に取り組む要綱について

は、今、成松議員が言われたように、議運に任

せるのは議運という、整理をいただいておりま

す、委員長が。 

 私の会派の未来から言わせていただきます

と、このような状況で特別委員会を設置をして

ほしいという願いでありまして、願いというよ

り、特別委員会をつくって、これが任期は１年

だからといって特別委員会、継続でもずっとい

いんですか、４年でも、８年でも、９年でも、

１０年でも解決するまでにはですね。その都

度、その都度、やっぱし改革というのは生まれ

てくるし、また生まれてくるし、それをどうや

って各委員が合意形成の中で特別委員会で審議

をし、結論が出るものと出ないもの、たくさん

あると思います。今、成松委員が言われたよう

に、１年ぐらいでという、それはあると思う。 

 けれども、やっぱし、我々議会人としては、

議会をいかに改革していくかという要素とかた

くさんあったからこそ、今のこの、議運の委員

長がまとめていただいたと。我々やっぱり議員

の３１名はそれをまとめるわけですね、要る、

要らぬ。そしてまた、こういうことをひとつ審

議してほしい、こういうことをってことで。 

 未来からも出しとるこの問題、予算、決算も

含めて、議会の全般についても私はちょっと特

別委員会をつくってほしいということでありま

すので、まずはつくって、じゃあ、中身につい

てはどれが一番先なのかということをですね、

整理をしながらですね、進めていく。そういう

中で、やっぱし、他市なり、類似なり、そして

また市民からですね、やっぱ議員は本当に議会

改革に取り組んでると。まずは今言われたよう

に、議員報酬をどうするかね、議員の定数をど

うするのか、じゃあ、費用弁償はどうするのか

と。まあ、そういう中で、議運で解決できるも

のは議運で、必ず３、６、９、１２、議運とい

うのはですね、開催できるわけです。まあ、所

管もありますけども、そういうことをですね、

するためにも委員会を早急に立ち上げて、後に

ついては、中身については、みんなの意見をで

すよ、聞きながら改革をしていくという、その

姿勢は大事だと思いますので、ぜひともよろし

くお願いしときます。 
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○委員長（野﨑伸也君） はい。ほかにござい

ますか。 

○委員（中山諭扶哉君） まあ、昨今ですね、

メディアのなかでは、非常に大きい、議会に対

しての関心が上がってると。その中で、八代市

といいますか、熊本県全体が議会改革において

はですね、早稲田大学とかのものを見てみて

も、低いうちに甘んじてると。やっぱりそこは

ですね、私たちもやっぱりこう、熊本県第２の

市としてはですね、そこまでレベルをやっぱり

議会改革についても上げなきゃいけないんじゃ

ないかなというふうに思います。設置のほうを

望みたいと思います。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにございます

か。 

 今ほどですね、成松委員からもこんだけの項

目があって、終わりきるかもわからんだろうと

いうような話もあったですけれども、私のちょ

っと考えなんですが、とりあえず、上げていた

だいた項目を全て割り振りさせていただいたと

いうのがこの表になります。 

 で、皆さん方がこれでいいんだよと、割り振

り的にはいいんだっていう話になればですね、

各議運であったり、広報委員会であったり、特

別委員会であったりというところにずらずらっ

とその項目が移されるわけですよね。移された

ときに、その中身、どういった意図で出された

のかっていうとを確認もせないかんっていうの

もありますし、会ごとにですね、ほんとにこれ

を順番づけもせんばんですね、山本委員が言わ

れたように、まず何をやっていくかとか、そう

いうところも大事と思いますんで、項目的に全

部が全部、自分たちの今期、自分たちの任期中

にできるかっていうのも判断しながらですね、

進めていかなんばんっていうふうに思います。 

 で、これは、もう、１回こういうふうに私た

ちの第３期の八代市議会で出していただいたと

いうのがありますんで、これが残らないってい

うことはないんですね。山本委員言われたよう

に、ずっと改革っていうのは続けていかないと

いけないというのがありますんで、こういうの

がずっと提案されてきてる、で、まだ積み残し

になってるっていうのは残っていくわけですか

ら、そういうとこも含めてですね、とりあえず

こういうふうに分けてあるけれども、全てが全

て今期で全部終わらせるっていう、終われるか

どうかは、それはちょっと難しい問題かなとい

うふうに思います。 

 あと、あわせて、やっぱ残りの任期を考える

と、１年余りということでございますので、や

はり先ほども申しましたように、分散してです

ね、なるべくやっぱ庁舎建設のほうとか、ほか

のですね、審議のほうにも負担をかけないよう

にやっていきたいというふうに思ってますの

で、ぜひともですね、御理解いただきたいなと

いうふうに思っておりますけれども、成松委

員、どうですか。 

○委員（成松由紀夫君） 会派で議員団会議で

話した部分の話ですので、私の一存でいいとか

悪いとかというのは、また一旦持ち帰って話し

しないと言えないんですが、どうしてもうちの

会派の話では、そもそも議運の中に議会改革と

いう項目。で、やらないっちゅう話じゃないか

らですね、以前から言うように。やっぱり議会

改革には常に、さっき山本議員が言われたよう

に、取り組まなきゃならないっていうのは常に

ある中で、それは議運の中でやって。 

 で、前回の議会改革のときは村上議員が委員

長のときに、あれも結構改選して、もう、ある

程度したらすぐ委員会立ち上げて、結構長いこ

といろいろもんだんですよね。で、一定の部分

の結論を出したというのが前回の場合もあっ

て。どうしても私は、うちの会派の議員さんた

ちの意見の中では、スケジュール的なものと、

やっぱり特別委員会というふうにつくってしま

って、何かパフォーマンス的に選挙前に映って
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しまうのも、やっぱもうちょっと地に足つけ

て、議運で従来どおり、議会改革にその都度、

上がってきたもの、今回こういうのが上がって

きてて、議運にこういうふうに上がってきたと

いう形でまたもんでいってもらうことで、今、

ちょっとまとまってるんで、なかなかいいと

か、一旦持ち帰ってまたそこをどうしても、委

員長案に何とか賛同、理解をという話、きょう

言われた話をもう一回してみないと、なかなか

言えないのかなと思いますね。 

○委員長（野﨑伸也君） 成松委員、済みませ

ん、今回、きょうの議運をですね、開催した意

味っていうのが、事前にお配りをさせていただ

きました。この議運のですね、委員さん以外、

全ての方にもこれをお配りするように、見ても

らうようにということでお配りもさせていただ

きまして、で、これについてどうなんだと。こ

れは私の試案なんですけれども、もう、先ほど

から言ってるとおり、分散してですね、議会改

革特別委員会をつくってというような案を示さ

せていただいておりましたんで、もう一回持ち

帰りというのはですね。で、きょうの日でです

ね、ちゃんと出してくださいと。会派のです

ね、御意向をというような話をしてましたん

で、私的にはきょう持ち帰りをいただくってい

うような結論はですね、申しわけないんですけ

れども、それはないと。 

 だけん、もうきょう、ある意味、会派の代表

というふうなことでありますので、ここでです

ね、決めさせていただきたいなというふうに思

います。申しわけございません。 

○委員（成松由紀夫君） ということであれ

ば、うちは承認はしがたいと思います。特別委

員会の設置については。この上がってきとる部

分については、議運で対応していただきたいと

言わざるを得ないと思います。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 今、成松代表も、これ

ちょっとお話がありましたが、うちの会派とし

てはですね、特別委員会の設置は必要ないとい

うことでございました。 

 というのがですね、例えば、議会の基本条例

の制定等々につきましても、議運の中で視察を

していった中で、視察先の方のお話であります

が、制定はしたものの、これはせぬほうがよか

ったというお話もいただいておりますし、ま

た、予算、決算委員会については、決算委員会

は現在ございますので、予算委員会について

は、さきの特別委員会で私は予算委員会をつく

ったほうがいいんじゃないかと申し上げました

が、これもバツになりましたので、今さらとい

う思いで、うちの会派としては特別委員会の設

置は必要ないだろうという結論に至っておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） 議会改革の関係、基

本条例の関係の話ですね。確かに、一緒に行っ

て勉強もしましたけれども、その自治体のです

ね、議会のやり方とかですね、いろいろ、さま

ざまあったわけなんですけれども、それを踏ま

えてですね、自分たちが、じゃあ、どうして議

論していくかというのがこれからのここのです

ね、八代市議会の大事な部分じゃないかなとい

うふうに思ってますし、そういった考えでです

ね、多分、ここに上げられている会派のです

ね、御意向があるんじゃないかなというふうに

も思います。 

 予算の件もですね、あそこで前回だめになっ

たけん、じゃあ、これも要らんっちゃなかかと

いうのじゃなくて、先ほども言いましたよう

に、議会改革はずっとですね、永遠と進んでい

く部分と、やっていく部分というようなことが

ありますんで、何でそんときだめだったんかい

っていう話も踏まえてですよ、せっかくまたこ

う上げてあるということは、やはりその必要性

というのをですね、重んじられているというよ
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うなところで上げてあると私は思いましたん

で、他市が、他の自治体が、他の議会がという

ような話じゃなくて、我々がどうするかという

ところで前向きにですね、議論していただけれ

ばというふうに思います。 

○委員（亀田英雄君） うちの会派で少し話を

したんですが、多岐にわたるけん、特別委員会

をつくって、やっぱり早く進めたほうがいいん

じゃないですかという意見でございました。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにございません

か。 

○委員（古嶋津義君） １点だけ言い忘れてお

りましたが、ここに、広報の下のほうに、議会

報告会、特別委員会とありますが、うちのほう

でもこれは検討しまして、今までどおり、それ

ぞれの会派でやっていただければということで

ございました。 

 特に、うちの会派も今、議会報告会について

は検討をしている最中でございますが、どうし

ても自民会派だけでやりたいということでござ

いましたので、申し添えておきます。 

○委員長（野﨑伸也君） もう御意見のほうは

よろしいですか。私の提案いたしました案につ

いて。 

○委員（前垣信三君） 済いません、確認です

が、多分、前ページの分で、もし委員会ができ

たら、後ろの部分かなという見方をしているん

ですけれど、特別委員会をつくらないかんちゅ

うところを私は赤でチェックをしておりまし

た。予算、決算委員会については、今のところ

決算委員会があるから、予算委員会はつくるか

どうかの特別委員会の話になると思いますが、

それ以外には、特別委員会をつくるのは、議会

改革ないし、そのあたりも問題かなと思いま

す。 

 で、一番最初に議会基本条例の制定に向けた

検討というのは、議会基本条例をつくるかどう

かの検討をするということでよろしいですか。 

○委員長（野﨑伸也君） そのとおりだろうと

思います。 

○委員（前垣信三君） そうですね。 

 あと、その後の、土曜、日曜日の議会とか、

上記６件は特別委員会と書いてあるもの、その

下のほうに行きますと、議会機能強化の政策立

案、それと、議会決定事項の見直しと書いてあ

るところは、これは特別委員会ではないかなと

いう書き方をしてあるんですが、特別委員会を

つくってこういったことを審議をしたいという

捉え方でよろしいでしょうか。 

 今、私が申し上げた赤チェックをつけたとこ

ろは、特別委員会と書いてあるから、こういっ

たものを特別委員会をつくって審議をしようで

はないかという捉え方をしてもよろしいんでし

ょうか。 

○委員長（野﨑伸也君） そのように思って、

私は書いてるんですけれども。 

○委員（前垣信三君） わかりました。 

○委員長（野﨑伸也君） 先ほども言いました

ように、とりあえず案ですから、その会ごとに

項目が分かれてくれば、その会でその項目を、

じゃあ、どうしていくかとか、その中身につい

てもそれぞれの思いがあろうかと思いますん

で、そこら辺のとこから、確認からまず入って

いくような議会改革の進め方ということでよろ

しいんじゃないかなというふうに私は思ってお

りますけれども。 

○委員（前垣信三君） もう１つお尋ねしてい

いですか。 

 今、いろんなところで何となく議論がされて

おります議員定数云々というのは、ここには特

別委員会の設置の中の項目としては上がっとら

ぬみたいですが、議員定数も含めて特別委員会

で審査をするという考え方でよろしいんでしょ

うか。 

○委員長（野﨑伸也君） 議員定数については

ですね、下から５番目ぐらいに書いてあるかと
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いうふうに思います。で、矢印でですね、議運

というふうに私は試案として提出しております

けれども、先ほど成松委員から費用弁償の件

は、これは議運だろうというようなことでした

んで、議運のほうにということで変えさせてい

ただきましたが、そういった御意見であれば、

議員定数については議運じゃなくて、特別委員

会のほうがいいんじゃないかっていう御意見で

あれば、それを検討してもよろしいかと思いま

すけど。 

○委員（前垣信三君） いや、意見ではありま

せん。意見ではありません。要は、ここはもう

議運で諮るということですから別に問題ないん

ですが、そのことの確認だけでした。特別委員

会をつくって云々ということではないんです

ね。はい。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにございます

か。よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） 今、まさに最終場面を

迎えているのは、各委員の方々の意見を聞きな

がらですね、もう本当に特別委員会っていうの

は必要なのかという問われたときには、必要な

んですよと。リーダーですから、私はやっぱり

説得をしました。これはこれは特別委員会、こ

れはもう議運でということを整理をして、うち

の松永事務長あたりとも大変議論をしたんです

が。もう会派じゃ大変議論してきました。ぎく

しゃくもあったこつがあるんですが、まあ、あ

んまり深く考え過ぎていけば、なかなかはっき

り言って特別の委員会設置というのは難しいん

ですよね。 

 だけん、それについては、お互いが知恵――

インテリジェンスを出し合いながら、特別のや

っぱり委員会として、これだけは１つ審議を

し、取りまとめて、市民の方々からやっぱし信

頼されるような議会というのをつくろうという

ことを目指していけばですね、設置は設置とし

て、中身についてはですね。それはやっぱしい

ろいろとあるわけです。その都度その都度ある

わけですけんでから、それは一人一人違う意見

があるですので、それはそれとして審議をして

いくというふうな方法をですね、考えてもらえ

ればなというふうに思います。 

○委員長（野﨑伸也君） はい、ありがとうご

ざいます。 

 それでは、まだ御意見を述べられてない村川

議員。 

○委員（村川清則君） とにかく、もうさっき

の話に出とったっですけど、会派に持ち帰って

話せば、とにかく何で庁舎の問題もまだある程

度軌道に乗ってないのに、何でこの時期にそう

いう特別委員会とかつくる必要があるのかと

か、あるいは復旧・復興が先決だろうという、

そういう話です。 

 だから、特別委員会、ほとんど議運とかで済

む話じゃないかなという気もいたしますし、特

別委員会、あえてつくる必要はないのかなとい

う気はしてます。 

○委員（村上光則君） 私は、さっき前垣議

員、えらい言われたところですが、議員定数、

これはうちもこれ、あれだったんですけど、こ

れは特別委員会つくらんでいいのかなという、

今、思いばしてきとっとですが。 

○委員長（野﨑伸也君） 特別委員会のほうが

いいんじゃないかという。 

○委員（村上光則君） いいんじゃないかとい

う。 

○委員長（野﨑伸也君） 特別委員会の設置

で、特別委員会でしたほうがいいんじゃないか

と。 

○委員（村上光則君） はい。 

○委員（松永純一君） 私は、うちの、今、山

本代表が言われましたとおりですが、いろんな

議論をする中で、ことしだったですかね、東京

の東村山市とか、２市に議運で研修に行きまし

たけれども、やっぱりですね、議会改革ってい



 

－9－

うのは議会の中で不断の取り組みというのがや

っぱり必要だろうと私は非常に感じてきまし

た。 

 つまり、期限とか何とかを切らずにですね、

出てくる、考えられるものを１つ１つやっぱり

議論をしていくという、それがやっぱり非常に

大事じゃないかなと思ってるので、八代市の場

合を考えるとですね、予算、決算という意見も

ありますけれども、先ほど古嶋委員から前回は

予算委員会提案したけども、採択にならなかっ

たというのが１つ。まあ、私、委員じゃなかっ

たですから、どういう議論だったのかは知りま

せんけど、やっぱそういうこともですね、また

改めてやっぱり、予算の場合はどうするのか、

決算についてはどうやっていくのかというとこ

ろを、やっぱり改革の１つの中にあるんだと思

いますね。 

 ですから、やっぱり今回、確かに改選まで１

年ほどしかありませんけれども、重要な部分も

ありますので、特別委員会を設置して、議論を

して、つくっていくべきだろうと私はそういう

ふうに思ってます。 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

した。 

 それぞれの委員からですね、お話、御意見を

お伺いをしたかというふうに思いますけれど

も、あらかたまとめてみますと、特別委員会も

設置をしながら、いろんな項目について進めた

ほうがいいんだというような御意見が多数だっ

たというふうに思います。 

 私としても、全ての議員さんにですね、議会

改革の進め方について、案ということで提案を

させていただいた以上、私は、このままのとお

りですね、先ほど何点か修正の部分がありまし

たけれども、村上委員からも今ほど議員定数の

関係は特別委員会だろいうというのがありまし

たけれども、修正をしながら進めさせていただ

きたいというふうに思いますけれども、御意

見、――よろしいですか、そっちの方向で。よ

ろしいですか。 

○委員（成松由紀夫君） うちは同意はできま

せん。設置についてはですね。もう全て議運で

対応をお願いしたいと思います。（｢できぬじ

ゃないですか」と呼ぶ者あり）だけん、採決を

強行でされるんであれば――。 

○委員（山本幸廣君） 先ほど来、復興・復旧

という言葉を再三聞くんですが、じゃあ今、復

旧・復興で、議会として、執行部として、どこ

までそういう施策というのを今、執行部も考え

ておるのか。議会は、復旧・復興には何を今す

べきなのかということで、これは個人的ではあ

りますけれども、やっぱり罹災証明等でです

ね、大変迷惑をかけたということで、出張所の

機能、公民館の機能の中でですね、わざわざコ

ンビニまで連れていった経緯というのは何十件

て私あります。で、そこの中で問題はたくさん

出てきとっとです。 

 ならば、特別委員会を復興・復旧特別委員会

とか提案したらですね、まだいいと思うとた

い。自民党で。なあ、自民党であれたい、提案

して、これも議会改革と同様ですよ。今、物す

ごく復旧・復興っていうのは言われたとおりで

すよ。それについては特別委員会で、じゃあ、

こういうのを１つ特別委員会でやろうと、復旧

・復興についてはと。で、執行部はこうやっ

て、執行部と一緒になってから、特別委員会で

早急なやっぱ解決策を目指そうじゃないかとい

うことを、私ならこれ提案するばってんが、そ

れは自民党、たいぎゃな票につながるばい。

（笑声、発言する者あり） 

 そがんたい、議会改革特別ばつくれば、選挙

前と言えば、まだ復旧・復興は選挙前１番よか

ったい。それはもう最高の特別委員会設置だも

ん。それもおどんが提案しょうごたった。それ

は賛成するどもん。 

○委員（成松由紀夫君） そうですね。いやい
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やいや、ちゅうか、要するに、今は復旧・復興

特別委員会はいいアイデアだと思いますけど、

ただ、今は議会改革の委員会をやるかやらない

かというところで、うちの会派にも復旧・復興

の特別委員会っていう話はまだしてないので。 

○委員（山本幸廣君） それはしてよ。 

○委員（成松由紀夫君） はい。まあ、それは

ちょっとまた帰って話はしますが、今、議会改

革の特別委員会ってなると。やっぱどうしても

議運で対応していっていただきたいなと。もう

その話で我々はもう取りまとめてきたもんです

から、なかなか、「はい、どうぞ」っていうわ

けにはいかないというのが現状であります。

（｢復旧・復興ば提案せんばん」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（野﨑伸也君） 済いません、１つ、

この案の中で訂正をしたいと思います。 

 裏面のですね、委員定数というのがあるんで

すが、１３（１２）っていうふうになってるん

ですけど、結局は、これ１１なんですかね。

（｢うん、１１なるですね」と呼ぶ者あり）設

置というふうになった場合は、１１になるんで

すかね。１１ということで、済いません。まず

は、――申しわけない。 

 ということで――。 

○委員（成松由紀夫君） 設置ありきで言われ

ても。 

○委員長（野﨑伸也君） いえいえ、考え方的

なところで、いろんな委員さんちゅうかです

ね、入ってくる委員、――会派の関係もありま

すんで、いろいろと話もですね、お伺いをした

わけなんですけれども、実は、公明党さんのほ

うからもですね、お話もありまして、特にこの

進め方で問題ないと、よろしくお願いしますと

いうような話もですね、私のほうにはいただい

たところもありましたんで、それはお伝えをし

ておきたいというふうに思います。 

 といった中で、非常にですね、いろいろとい

ろんな意見出していただきましたけれども、委

員長としては、もうこの議会改革の進め方

（案）についてですね、案をとって、もう進め

ていくよということで御理解いただきたいと思

いますけれども、それでよろしいですか。 

（｢異議あり」と呼ぶ者あり） 

○委員（成松由紀夫君） よろしくないよ。 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

した。 

○委員（古嶋津義君） うちとしては、設置に

反対ということを先ほど申し上げたとおりでご

ざいます。 

 それからさっき、復旧・復興のちょっと話が

出ました。特別委員会ではなくてですね、うち

のほうとしては、この前、勉強会をさせていた

だいたとき、そういうお話も出ましたので、政

策立案という形で、今議会に間に合うかわかり

ませんが、意見書という形で出させていただこ

うかということで、今、ちょっと急いで勉強を

進めているさなかですが、今議会に間に合うか

どうかはちょっとわかりませんが、そういうこ

ともやっております。 

 ただ、うちはうちの会派の中で、やるの中

で、うちの会派でしゃんもっでん特別委員会要

らんばいというお話になっておりますので、重

ねて申し上げておきます。 

○委員長（野﨑伸也君） 今ほどですね、お話

も終わりまして、とりあえず委員長案で進めさ

せてくださいということで御理解をいただいた

というふうに思います、御意見はいただきまし

たけれども。 

 そういった中で、これは本会議の提案だよ

ね。ですよね。議員――。（｢うん、設置」と

呼ぶ者あり）設置は。議員発議といった、そう

いったところもありますし、意見についてもで

すね、いろいろとあるかと思いますけれども、

とりあえず、今ほどありましたとおり、この案

のままでですね、進めさせていただくというこ



 

－11－

とで御理解をいただきたいというふうに思いま

す。前のほうにですね、議論については前のほ

うに進めさせていただきたいと――。 

○委員（成松由紀夫君） いやいや、それはあ

んま、議運はある程度、全会一致じゃないんで

すけど、その辺の原則でいったときに、あんま

り、もう委員長案でこれでいくからっていうこ

とで進められるのはいかがなもんかなと思いま

すし、また、議員発議する場合は、議運の委

員、みんなの名前が入るんですかね、そこら辺

の手続上はどうなんですかね。 

○委員長（野﨑伸也君） そこはどうですか。

委員会として発議する場合、全員の名前を書く

のか。（｢賛成する人やない」と呼ぶ者あり）

賛成した人を書くのか。（発言する者あり）全

員じゃなくてもいいということ。（議会事務局

次長嶋田和博君「出し方も要件がありますの

で」と呼ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） 議運の委員、全員ち

ゅうことですか。賛同してない人間は入らなく

ていいんでしょう。 

○議会事務局次長（嶋田和博君） 議員発議と

いうのはですね、発案――。 

○委員長（野﨑伸也君） じゃあ、小会しまし

ょうか、１回。小会します。 

（午後１時３７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時４６分 本会） 

○委員長（野﨑伸也君） じゃあ、本会に戻し

ます。 

 特別委員会の設置も含めた議会改革の進め方

についてということで御理解をいただきました

ので、そのように進めさせていただきたいとい

うふうに思います。 

 御理解いただきましたので、あと、特別委員

会設置の必要性というのは、もう終わりました

ので、名称、特定事件名、委員定数などのです

ね、決定もしていかなきゃならないというふう

になります。 

 ただ、裏面、見ていただきますと、こちらの

ほうですね、事前にもう御提案ちゅうか、各会

派から上がってた分もありましたんで、一応、

御提案をさせていただいておりますけれども、

特に問題等はございませんでしょうか。よろし

いですか、委員会の名称、特定事件名、委員定

数。特にございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、このまま

の案で進めていって、先ほど委員定数のほうは

１１名ということで訂正をさせていただいたと

おりでございます。 

 まとめても大丈夫ですか。 

○委員（山本幸廣君） 委員長、名称は何に決

めるんですか。（｢下に書いてある」と呼ぶ者

あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 確認ですけれども、

委員会の名称は議会改革特別委員会というよう

な名称とするという案を出しとりましたんで、

それで、今、お諮りをいたしました。 

 それでは、もう一度確認で、まとめというこ

とでございます。議会改革の進め方については

御提示いたしております、進め方の案、この案

をとって、議会改革特別委員会も設置しながら

進めていくということ、あわせて委員会の名

称、所管事務の名称、委員定数等もこの案をと

って進めていくということで決定することに御

異議ありませんか。（｢異議なし」と呼ぶ者あ

り） 

○委員（成松由紀夫君） いやいや、委員長、

だからうちは同意できないですからね。それは

前提に置いといてください。そうしないと議事

録が、また関係がおかしくなるかなと。うちは

同意できてませんので、その中で進めていって

いただきたい。 

○委員長（野﨑伸也君） 同意はとれないとい

うか、多数のほうが多いもんですから、それで
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進みますよというような――。 

○委員（成松由紀夫君） だから、それで進め

ていいけれども、全会一致かのような表現にな

ってしまうと。もう理解されてますね、何とか

ですねみたいな感じじゃなくて、そこはちょっ

と考えてもらわんと。全会一致ではないと。 

○委員長（野﨑伸也君） 全会一致ではありま

せんけれども、じゃあ、進めさせていただきま

すということでよろしいですか。 

○委員（成松由紀夫君） うん、そういうこ

と。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎その他 

○委員長（野﨑伸也君） 次に、その他につい

て何かございませんか、ということなんですけ

れども、いろいろと今、全会一致ではないとい

う話でしたけれども、とりあえず、特別委員会

の設置については、最終日ですか、提案をする

というような運びになりますので、委員のつけ

出し表をですね、一応お配りをさせていただい

ときますので、委員のつけ出しについて、――

何日までやったかな、とりあえず出しとっても

らったほうがいいかな。（｢可決してからの話

じゃないかな」と呼ぶ者あり） 

○議会事務局長（東坂 宰君） 今、委員のつ

け出しという話が出ましたが、委員のつけ出し

につきましては、議運じゃなくて、代表者会議

のほうになるものですから、よろしくお願いし

ます。 

 以上です。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。とい

うことであれば、私からは特にございません。 

 ほかに皆さん方から何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、以上で議

会運営委員会を閉会いたします。 

（午後１時５０分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２８年９月１２日 

議会運営委員会 

委 員 長 
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